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戦争は人の心の中で生まれる

ものであるから、人の心の中

に平和のとりでを築かなけれ

ばならない

（ユネスコ憲章前文より）

　

国
際
理
解
、
協
力
、
交
流
な
ど

の
活
動
を
顕
彰
す
る
広
島
ユ
ネ
ス

コ
活
動
奨
励
賞
（
主
催
・
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
、
後
援
・
広
島
市
教
育

委
員
会
）
の
表
彰
式
と
新
春
コ
ン

サ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
恒
例
の

「
ユ
ネ
ス
コ
新
春
フ
ェ
ス
タ　

二

〇
一
〇
」
は
、
十
二
回
目
を
迎
え

て
、
一
月
三
十
一
日
、
広
島
市
内

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
ル
テ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
、
第
十
二
回
奨
励
賞
表

彰
式
は
、
ま
ず
北
川
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
続
い
て
選
考
委
員
長

の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
前

委
員
で
広
島
大
学
中
山
修
一
名
誉

教
授
が
、
受
賞
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
評
価
を
交
え
な
が
ら
講
評
。

そ
し
て
北
川
会
長
か
ら
賞
状
と
記

念
の
ブ
ロ
ン
ズ
楯
が
次
記
の
学

校
、
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
部
門
は
三
校
。
広
島
市
立

庚
午
小
学
校
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
で
の
ア
メ

リ
カ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
小

学
校
と
の
国
際
交
流
活
動
に
。
広

島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校
「
あ

す
な
ろ
会
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
あ
す
な
ろ
会
を
通
じ
て
海
外
へ

の
支
援
活
動
や
交
流
活
動
の
輪
を

広
げ
た
こ
と
に
。
広
島
市
立
大
学

ね
っ
こ
広
島
は
、
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ね
っ
こ
広

島
」
を
通
じ
て
学
生
の
視
点
か
ら

環
境
問
題
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
や
地
域
貢
献
活
動
、
啓

発
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
。

　

社
会
部
門
は
七
団
体
。
牛
田
日

本
語
教
室
は
、
牛
田
公
民
館
で
の

外
国
人
、
帰
国
者
の
た
め
の
日
本

　「
あ
な
た
の
善ぜ

ん

の
行
動
が

　
　
　
周ま

わ

り
を
変
え
、連
帯
の
力
高
め
る
」

華やかに盛大に行われた新春フェスタ（１月31日）

受賞団体代表全員が壇上に

心こそ大切

国
際
理
解
や
協
力
、
交
流
活
動
を

顕
彰
し
、
記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

第12回ユネスコ
新春フェスタ

〟
〟平和へ　 　強く大きく
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奏
者　

佐
川　

峯
さ
ん
の
演
奏
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
一
九
一
九
年

（
大
正
八
年
）
生
ま
れ
、
昨
年
末

に
九
十
歳
の
卒
寿
を
迎
え
、
今
な

お
現
役
で
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
演
奏

活
動
を
精
力
的
に
続
け
て
い
る
佐

川
さ
ん
。
愛
用
の
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

を
抱
え
て
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る

と
、
ま
ず
は
懐
か
し
い
「
小
雨
降

る
径
」
の
演
奏
。
小
柄
な
身
体
で

と
て
も
九
十
歳
と
は
思
え
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
軽
快
な
動
き
。

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
を
初
め
て
見
る

人
、
聴
く
人
も
い
て
会
場
は
感
嘆

と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

途
中
、
津
川
の
り
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
を
は
さ
ん
で
、「
夜
の

タ
ン
ゴ
」「
黒
い
瞳
」「
ラ
・
ク
ン

パ
ル
シ
ー
タ
」
な
ど
九
曲
を
ソ
ロ

演
奏
。
佐
川
さ
ん
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
を
交
え
て
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、「
魂
の
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
奏
者
」
佐
川　

峯
さ
ん
の
世
界

を
堪
能
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
は
終
わ

り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
く

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
食
事
の
合
間

に
受
賞
団
体
が
入
れ
替
わ
り
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の

紹
介
や
活
動
余
話
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ユ
ネ
ス
コ
会
員
と
受

賞
団
体
の
関
係
者
や
参
加
者
と
の

和
や
か
な
交
歓
、
交
流
は
時
間
の

経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
、
今
年
も
年
の
初
め

に
ふ
さ
わ
し
い
「
ユ
ネ
ス
コ
新
春

フ
ェ
ス
タ
」
と
な
り
ま
し
た
。　

（
文
化
部
会　

井
尾
義
信
）

語
習
得
、
学
習
支
援
活
動
に
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
広
島
児
童
合
唱
団
は
、
創
立

以
来
五
十
年
、
定
期
演
奏
会
を
は

じ
め
各
種
事
業
で
の
演
奏
会
に
出

演
、
幅
広
い
演
奏
活
動
を
通
じ
て

の
国
際
親
善
へ
の
取
り
組
み
に
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ケ
ニ
ア
協
会
は

日
本
在
住
の
ケ
ニ
ア
の
人
た
ち
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
の

交
流
親
善
活
動
に
。
ひ
ろ
し
ま
生

き
た
自
然
博
物
館
は
、
元
宇
品
地

区
を
博
物
館
と
見
立
て
、
自
然
観

察
の
出
来
る
環
境
整
備
を
行
う
な

ど
、
環
境
教
育
の
先
駆
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
。
広
島

県
立
広
島
観
音
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
合

唱
団
は
、
卒
業
以
来
三
十
年
を
経

て
集
ま
っ
た
Ｏ
Ｂ
団
員
が
原
爆
の

犠
牲
と
な
っ
た
先
輩
た
ち
や
市
民

の
慰
霊
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
な
ど
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス
ビ
ル
ダ
ー
ズ

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
委
託
の
研
修
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
や
紛
争
予
防
、
復
興

の
た
め
の
人
材
育
成
事
業
な
ど
の

活
動
に
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
ー
ス
ト

の
会
は
、
イ
ラ
ン
の
毒
ガ
ス
被
害

者
と
の
交
流
や
現
地
調
査
、
医
療

従
事
者
の
広
島
の
病
院
で
の
研
修

支
援
な
ど
の
活
動
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
学
校
、
団
体
か
ら
活

動
内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、新
春
コ
ン
サ
ー
ト
。

今
年
は
、「
魅
惑
の
タ
ン
ゴ
」
と

題
し
て
九
十
歳
の
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

NPO法人 モーストの会 NPO法人 ピースビルダーズ

パーティーで、なごやかに懇談

広島県立広島観音高等学校 音楽部OB合唱団 ひろしま生きた自然博物館

NPO法人 日本ケニア協会 NHK広島児童合唱団

広島市立美鈴が丘高等学校「あすなろ会」 広島市立庚午小学校

牛田日本語教室 広島市立大学「ねっこ広島」

バンドネオン奏者の　　
　　　　　佐川　峯さん
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「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
］
の
英

　
　
　
　
　
　

訳
・
訳
語
は
な
ん

で
す
か

　

英
訳
は
、E

ducation for 
Sustainable D

evelopm
ent 

で
す
。
訳
語
は
、「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
」
が
多
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
で
は
、「
持
続
発
展
教
育
」

と
訳
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

な
ん
か
難
し
そ
う

　
　
　
　
　
　

で
す
が
、
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
か

　

世
界
の
人
々
が
快
適
な
住
環
境

に
恵
ま
れ
、
環
境
配
慮
型
の
経
済

シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

転
換
し
、
基
本
的
人
権
や
社
会

的
・
政
治
的
自
由
等
を
享
受
で
き

る
平
和
で
民
主
的
な
持
続
可
能
社

会
の
構
築
に
寄
与
す
る
人
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ

う
な
先
進
国
の
市
民
に
は
、
発
展

途
上
国
の
貧
困
な
ど
困
難
な
課
題

の
解
決
へ
の
協
力
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
と
ユ

　
　
　
　
　
　

ネ
ス
コ
の
関
係
に

つ
い
て
、
ま
た
計
画
発
足
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
首

脳
会
議
」
で
、
日
本
の
民
間
団
体

と
政
府
が
二
〇
〇
五
―
十
四
年

　
　
　
　
　
　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
］
国
際

　
　
　
　
　
　

実
施
計
画
の
ベ
ー

ス
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連

大
統
領
の
理
念
な
ど
も
参
考
に
さ

れ
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
際
実
施
計
画
は
、
持

続
可
能
な
開
発
・
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
の
た
め
に
誰
も
が
備
え

る
べ
き
価
値
と
原
則
に
、
地
球
憲

章
（
二
〇
〇
二
）
の
理
念
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
球
憲
章
は
一
九
九
四
年
に
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
と
国
連
環
境
と

開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
一
九
九
二
）
の

事
務
局
長
が
協
力
し
、
オ
ラ
ン
ダ

政
府
の
支
援
で
「
地
球
憲
章
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
八
年
の
歳
月

を
「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
運
動

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
国
連
総

会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
国
連
は
、
内
容

が
教
育
活
動
を
重
視
す
る
社
会
を

よ
く
す
る
運
動
で
あ
る
た
め
、
ユ

ネ
ス
コ
を
主
導
機
関
に
指
名
し
、

国
際
実
施
計
画
の
策
定
を
要
請
し

ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
二
〇
〇

三
年
に
入
り
、
国
連
の
関
係
機
関

携
わ
っ
た
、
中
山
修
一
広
島
大
学

名
誉
教
授
に
、
推
進
の
経
緯
や
課

題
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

平
和
な
世
界
は
人
づ
く
り
か

ら
。
日
本
が
提
案
国
と
な
っ
て
国

連
に
提
出
し
採
択
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｓ

Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育　

実
施
期
間
は
二
〇
〇
五
年
か
ら

二
〇
一
四
年
ま
で
）
の
十
年
」
に

つ
い
て
、
提
案
当
時
、
日
本
の
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
と
し
て
作
業
に

や
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
国
の
ユ
ネ
ス
コ

国
内
委
員
会
に
、
同
実
施
計
画
に

盛
り
込
む
べ
き
重
要
な
事
項
の
提

案
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
提
案
国

の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
も

七
項
目
の
課
題
を
提
案
し
、
同
実

施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
は
、
二
〇
〇
四
年
度

に
国
連
を
中
心
と
す
る
関
係
機
関

や
専
門
家
に
よ
る
多
面
的
な
検
討

を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
に
国
際
実

施
計
画
を
完
成
し
、
国
別
実
施
計

画
の
策
定
を
加
盟
国
に
求
め
ま
し

た
。
政
府
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、

二
〇
〇
六
年
三
月
に
「
わ
が
国
に

お
け
る
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
実
施

計
画
」
を
策
定
し
、
本
格
的
な
普

及
・
推
進
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

日
本
が
提
案
し
た
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

十
年
運
動
は
、
戦
後
、
日
本
が
世

界
に
呼
び
掛
け
て
認
め
ら
れ
た
教

育
を
通
し
た
初
の
社
会
改
革
運
動

と
し
て
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
は
、
こ
の
世
界
運
動

の
総
括
国
際
会
議
を
、
二
〇
一
四

年
に
提
案
国
日
本
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
て
い
ま
す
。
日
本
社
会

に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践
普
及
の
成

果
が
、
国
際
社
会
に
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。
同
憲

章
に
は
、
冷
戦
後
の
地
球
社
会
が

目
指
す
べ
き
十
五
の
理
念
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

提
案
国
・
日
本
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
と
責
任

に
つ
い
て

　

日
本
は
提
案
国
と
し
て
、
そ
の

取
り
組
み
が
発
展
途
上
国
の
み
な

ら
ず
先
進
国
か
ら
も
大
い
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
意
識
や
持
続
可
能

性
を
尊
重
す
る
意
識
が
着
実
に
広

が
り
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
学
習
が
二
〇
一
一
年
度
か
ら

小
中
高
校
で
必
修
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ユ
ネ
ス
コ
国
際
実

施
計
画
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
政

府
の
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
実
施
計

画
に
学
び
な
が
ら
、
日
本
社
会
を

持
続
可
能
な
社
会
に
転
換
さ
せ
、

そ
の
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
、
ま
す
ま
す
力
を
注
が
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
先
進
国
の

一
員
と
し
て
、
発
展
途
上
国
の
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

人
材
育
成
に
、
市
民
の
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
で
き
る
範
囲

で
協
力
し
て
い
く
責
任
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

元
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

広
島
大
学
名
誉
教
授　

中
山
修
一
氏

質
問
１

質
問
４

質
問
５

質
問
２

質
問
３

答
え
る
人

３回シリ
ーズ（上）

Ｅ
Ｓ
Ｄ
っ
て
な
に
？
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
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昨
年
十
二
月
二
十
三
日
（
水
）

に
、
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と

共
催
で
、「
高
校
生
の
た
め
の
国

際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海

外
協
力
隊
で
二
年
間
タ
ン
ザ
ニ
ア

で
教
育
支
援
活
動
を
さ
れ
た
中
和

悠
さ
ん
を
招
き
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

現
在
の
都
市
風
景
や
生
活
様
式
を

ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
10
リ
ッ
ト
ル
入
り
バ
ケ
ツ
を

頭
上
で
運
ぶ
実
演
も
あ
り
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
学

ん
だ
こ
と
の
方
が
多
く
、「
発
展

途
上
国
＝
支
援
さ
れ
る
側
＝
か
わ

い
そ
う
」
と
い
う
思
い
込
み
で
は

な
く
、
同
じ
目
線
で
支
援
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
高
校
生
か
ら

た
く
さ
ん
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
冬
休
み
の
初
日
で
三

者
面
談
な
ど
の
行
事
も
あ
っ
た
な

か
多
く
の
高
校
生
が
熱
心
に
参
加

し
、
盛
況
に
て
終
了
し
ま
し
た
。

◦
参
加
し
た
高
校
生
の
コ
メ
ン
ト

（
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　
「
ユ
ネ
ス
コ
部
員
な
の
で
少
し

で
も
知
識
を
増
や
せ
た
ら
と
思
い

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は

と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
今
ま

で
偏
見
が
あ
っ
た
の
か
な
と
少
し

反
省
し
ま
し
た
。
青
年
海
外
協
力

隊
に
も
興
味
が
湧
い
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
他
の
高
校
の
人

の
話
が
聞
け
た
の
も
よ
か
っ
た
。

次
回
も
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」。

　

セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
は
世
界
寺

子
屋
運
動
「
全

て
の
人
に
教
育

を
」
を
合
言
葉

に
、
高
校
生
十

五
人
が
八
丁
堀

天
満
屋
前
で
街

頭
募
金
を
行
い

ま
し
た
。

　

高
校
生
の
多

く
は
ユ
ネ
ス
コ

部
員
で
し
た
が
、

午
前
の
セ
ミ
ナ
ー
で
寺
子
屋
運
動

に
興
味
を
も
っ
た
ユ
ネ
ス
コ
部
員

で
な
い
高
校
生
も
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
寒
い
な
が
ら
天
気
も
よ

く
、
元
気
に
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

　

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
と
寺
子
屋

運
動
が
開
催
さ
れ
る
の
に
併
せ

て
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
半
地
下

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界

寺
子
屋
運
動
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

し
、
学
び
の
場
や
自
立
支
援
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
が
ご
覧
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
を
見
た
他
の
国
際
協

力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ

か
ら
、
こ
の
パ
ネ
ル
展
終
了
後
の

展
示
申
込
み
が
あ
っ
た
り
す
る
な

ど
反
響
は
大
き
く
、
市
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
意
識
の
高
揚
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

（
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

果
、
五
七
、六
七
六
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の
多
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

寺
子
屋
運
動
パ
ネ
ル
展

すべての人に教育を
　　街頭で支援の募金活動

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
生
活
学
ぶ

募金活動終了後、全員でパチリ

募金を呼びかける高校生多くの人が鑑賞したパネル展

講
師
の
中
和　

悠
さ
ん　

ス
ラ
イ
ド
で
学
習　

盛
況
博
し
た
高
校
生
の
た
め
の

　
　

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
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ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
実
際
を

知
り
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
と
国
内
各
ユ
ネ
ス
コ
協

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
民
間

活
動
の
充
実
、
そ
し
て
相
互

の
意
思
疎
通
と
連
携
の
強
化

が
そ
の
目
的
で
し
た
。

　

見
学
地
は
次
の
通
り
で
す
。

一　

世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
遺
跡
群
の
修
復

現
場

二　

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
地

三　

地
雷
除
去
活
動
の
実
際

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

の
夜
明
け

　

訪
ね
た
の
は
ち
ょ
う
ど
彼
岸
の

中
日
の
前
日
に
あ
た
り
、
日
本
・

中
国
・
台
湾
・
韓
国
な
ど
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
（
参
拝
か
も
）

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。と
く
に
、

夜
明
け
に
塔
の
先
端
か
ら
昇
る
朝

日
が
見
ど
こ
ろ
と
の
こ
と
で
、
暗

い
内
か
ら
道
は
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
の
列
。
四
時
起
き
の
、
眠
気
の

覚
め
や
ら
ぬ
中
、
彼
岸
と
朝
日
を

考
え
て
建
造
さ
れ
て
い
る
仏
教
遺

跡
で
あ
る
こ
と
に
妙
に
納
得
し
、

手
を
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昼
間
の
寺
院

　

中
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
た
の

は
、
一
般
の
観
光
客
の
多
さ
を
避

け
、
午
後
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。

暑
い
最
中
遺
跡
の
前
は
、
日
除
け

の
帽
子
や
絵
葉
書
な
ど
土
産
物
を

売
る
人
た
ち
で
一
杯
。
周
辺
の
水

を
湛
え
た
堀
で
は
泳
い
で
い
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。
世
界
遺
産
の
表

示
板
を
見
な
が
ら
堀
を
越
え
て
い

よ
い
よ
境
内
に
。
門
の
周
囲
に
は

銃
弾
の
跡
が
あ
り
、
ポ
ル
ポ
ト
時

代
に
は
基
地
と
な
り
銃
撃
戦
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
門
の
石
段
や
通
路
は

人
に
踏
ま
れ
て
摩
耗
し
て
い
ま

す
。
創
建
以
来
の
寺
院
を
取
り
ま

く
人
た
ち
の
姿
を
物
語
る
道
で
す
。

　

石
の
廻
廊
の
内
側
は
広
い
庭
に
な

り
、
そ
の
中
央
に
塔
に
続
く
石
の

道
。そ
の
中
ほ
ど
の
左
右
に
経
蔵
。

こ
の
経
蔵
の
一
つ
は
日
本
の
援
助

に
よ
り
修
復
さ
れ
、
正
面
に
そ
の

旨
を
記
し
た
案
内
板
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
も
う
一
方
は
現
在
修

復
中
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
ク

メ
ー
ル
正
月
の
休
暇
中
に
あ
た

り
、
作
業
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

塔
の
あ
る
建
物
の
北
側
は
、
林

に
な
り
、
木
陰
に
は
門
前
と
同
じ

よ
う
に
土
産
物
屋
さ
ん
。
す
ぐ
側

の
木
の
枝
に
は
暑
さ
し
の
ぎ
の
猿

の
樹
上
の
昼
寝
。
比
叡
山
な
ど
我

が
国
の
山
岳
寺
院
で
は
猿
が
仏
の

使
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

暑
い
地
域
で
生
ま
れ
、
数
百
年
を

経
て
伝
わ
っ
て
き
た
仏
教
と
野
生

動
物
と
の
関
わ
り
を
見
る
思
い
で

し
た
。

　

廻
廊
の
中
に
は
、
落
書
き
と
い

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ
に
一
六
、七
世
紀
頃
に

こ
こ
を
訪
れ
た
と
思
え
る
日
本
人

の
記
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
す
ぐ
側
に
は
中
国
人
の
も

の
も
。
憧
れ
の
聖
地
に
や
っ
と
た

ど
り
着
い
た
人
の
感
激
が
な
せ
る

仕
業
で
し
ょ
う
。

　

落
書
き
も
遺
産
に
？

　

落
書
き
は
、
遺
産
を
傷
つ
け
る

も
の
で
す
が
、
数
百
年
を
経
る
と

歴
史
的
遺
産
に
な
り
ま
す
。
人
類

の
過
去
の
記
憶
を
、
も
の
を
通
し

て
後
世
の
人
た
ち
に
伝
え
る
た
め

の
世
界
遺
産
。
自
然
の
ま
ま
の
平

地
に
石
を
積
み
重
ね
出
来
上
が
っ

た
寺
院
。
川
面
の
平
地
に
食
料
と

な
る
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
開

拓
し
た
耕
作
地
。
何
れ
も
自
然
を

犠
牲
に
し
て
生
き
て
き
た
人
類
の

営
み
を
示
す
も
の
で
す
。
落
書
き

を
正
視
し
非
難
で
き
る
こ
と
は
、

二
一
世
紀
の
人
類
の
進
歩
の
指
標

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（2009年₉月21日～24日）

宮島ユネスコ
協会常任理事　岡崎 環氏

世
界
遺
産
修
復
の
現
場
へ

　
　
　
寺
子
屋
、
地
雷
除
去
な
ど
を
見
学

　経 蔵（案内板に日本の遺跡救済事業
による旨が書かれています）

アンコールワットの日の出

アンコールワットの門

―ビースネット―

カンボジア紀行
　ユネスコ活動推進員研修の旅
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日　
　
　

誌

歯
学
博
士
、因
島
ユ
ネ
ス
コ

協
会
名
誉
顧
問

須
山
礼
吉
氏

　

今
日
ま
で
各
地
で
行
わ

れ
る
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟

全
国
大
会
、
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
、
広
島
ユ
ネ

ス
コ
サ
ロ
ン
に
欠
か
さ
ず

出
席
す
る
な
ど
、
活
動
に

熱
心
な
人
と
信
頼
が
厚

い
。「
ユ
協
会
構
成
員
の

年
齢
の
高
齢
化
も
あ
り
、

若
者
の
入
会
が
必
要
か
つ

か
不
安
で
す
」。

　

平
和
に
対
す
る
気
持
ち

―
。
私
が
一
歳
の
と
き
、

一
番
良
く
面
倒
を
見
て
い

て
く
れ
た
姉
が
学
徒
動
員

（
女
学
院
高
二
年
生
）
で
被

爆
死
し
た
こ
と
を
母
か
ら

幾
た
び
も
聞
か
さ
れ
、
そ

の
嘆
き
悲
し
む
姿
は
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。「
こ
ん

な
む
ご
い
事
は
孫
子
の
世

代
に
二
度
と
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」。

　

座
右
の
銘
は
「
至
誠
神

通
」（
結
婚
す
る
時
、
何
事

も
真
面
目
に
や
れ
と
岳
父
か

ら
贈
ら
れ
た
）。趣
味
は
謡
、

カ
メ
ラ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
旅

行
。
65
歳
。

㈱
広
電
ス
ト
ア

取
締
役
会
長　中

尾
正
俊
氏

　

平
成
二
十
年
八
月
、
井

尾
様
か
ら
「
ユ
ネ
ス
コ
の

社
会
活
動
を
し
て
見
ま
せ

ん
か
」
と
誘
い
を
受
け
た

の
が
入
会
の
き
っ
か
け
。

「
そ
ろ
そ
ろ
」
と
思
っ
て

い
た
矢
先
だ
っ
た
の
で
、

思
い
切
っ
て
参
加
。
大
変

意
義
深
い
活
動
ば
か
り
で

「
つ
い
て
行
け
る
か
ど
う

重
要
で
す
」。

　

そ
の
中
で
、
共
に
生
き

る
教
育
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
取

り
組
み
と
、
学
校
教
育
に

於
け
る
倫
理
道
徳
教
育
の

充
実
、
人
格
形
成
を
期
待

す
る
。
併
せ
て
「
ユ
ネ
ス

コ
精
神
を
国
民
の
中
に
溶

け
込
ま
せ
る
啓
発
運
動
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
」と
。

　

好
き
な
言
葉
は
「
徳
孤

な
ら
ず
必
ず
隣
あ
り
」（
孔

子
）。
趣
味
は
詩
吟
、乗
馬
、

写
真
、
園
芸
な
ど
と
幅
広

い
。

　

協
会
員
暦
は
昭
和
五
十

一
年
頃
、
旧
因
島
市
教
育

委
員
長
の
時
か
ら
。85
歳
。

　

身
近
な
地
域
で
開
催
す
る
ユ
ネ

ス
コ
サ
ロ
ン
出
前
講
座
は
平
成

十
八
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

四
回
目
の
会
場
と
な
っ
た
三
月
十

三
日
の
三
篠
公
民
館
に
は
、
会
員

や
地
域
の
方
々
が
多
数
参
加
。
講

師
は
蓄
音
機
音
楽
愛
好
家　

菊
波

勇
さ
ん
で
昔
懐
か
し
い
蓄
音
機
に

78
回
転
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
か
け

て
、昭
和
三
年
の
「
君
恋
し
」「
東

京
行
進
曲
」、
昭
和
六
年
の
「
酒

は
泪
か
た
め
い
き
か
」
な
ど
を
鑑

賞
し
、
楽
し
い
曲
目
解
説
も
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
感
動
の

昔
が
よ
み
が
え
り
、
良
か
っ
た
で

す
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

書
き
損
じ
は
が
き
を

　
　
　
　
集
め
て
い
ま
す

　

㈳
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
で
は
地

球
の
た
か
ら
も
の
を
守
る
「
世
界

遺
産
活
動
」
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
人
に
教
育
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

る
「
世
界
寺
子
屋
運
動
」
や
「
一

杯
の
ス
プ
ー
ン
」「
未
来
遺
産
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ネ
ス
コ
活
動

〈
’09
年
12
月
〉

10
日
／
機
関
紙
第
73
号
発
行

12
日
／
第
百
四
十
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
「
イ
ラ
ン
と
私
」
モ
ー
ス

ト
の
会
理
事
長　

津
谷　

静
子

12
日
／
理
事
会（
平
和
記
念
資
料
館
）

23
日
／
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ

　

ー
「
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
た
め
に
」
広
島
大
学
大
学
院

国
際
協
力
研
究
科　

中
和　

悠

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

23
日
／
世
界
寺
子
屋
運
動
街
頭
募

金　

高
校
生
・
会
員（
天
満
屋
前
）

26
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
受

賞
校
・
団
体
紹
介
文
、
表
彰
文

検
討
会 

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
’10
年
１
月
〉

31
日
／
第
十
二
回
ユ
ネ
ス
コ
新
春

フ
ェ
ス
タ
（
表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー

ト　

魅
惑
の
タ
ン
ゴ　

佐
川
峯
・

津
川
の
り
子
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
）

（
エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
ル
テ
）

〈
２
月
〉

４
日
／
市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会 

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

８
日
／
機
関
紙
編
集
会
議

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

24
日
／
ひ
ろ
し
ま
国
際
交
流
サ

ミ
ッ
ト

（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
）

〈
３
月
〉

13
日
／
第
百
四
十
一
回
ユ
ネ
ス
コ

サ
ロ
ン
「
な
つ
か
し
の
昭
和
歌

謡
史
」
蓄
音
機
音
楽
愛
好
家　

菊
波　

勇

13
日
／
理
事
会　

（
三
篠
公
民
館
）

25
～
28
日
／
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
青
年

部
広
島
学
習（
記
念
資
料
館
ほ
か
）

31
日
／
機
関
紙
第
74
号
発
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
世
界

寺
子
屋
運
動
支
援
の
一
つ
の
活
動

と
し
て
、
書
き
損
じ
は
が
き
を
集

め
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
に

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
き
損
じ

は
が
き
（
五
十
円
の
は
が
き
）
は
、

一
枚
で
四
十
五
円
の
募
金
と
な
り

ま
す
。
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
書
き

損
じ
は
が
き
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事

務
局
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

ユネスコ
出前講座

SPレコードについて話す菊波さん

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
〝
ひ
と

　顔
〞

お
知
ら
せ

な
つ
か
し

の
歌
声

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
よ
み
が
え
る


